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は じ め に

実効遅発中性子収量は，原子炉の動特性において極

めて重要な役割をもっ基本的な炉定数の一つである

が，現実の原子炉では実験的に直接測定するととが困

難なため，間接的に実験データから値を求めるか，計

算によってえた数値を使用するととが一般に行なわれ

ている。通常原子炉の初臨界時には，実験から求めた

データがない場合が多く，初臨界直後の特性試験にお

ては，計算によってえられている実効遅中性子収量の

データを用いて炉特性の評価が行なわれている。

近畿大学原子炉 (UTR-KINKI)場合も， 1961年11

月初臨界直後の特性試験の際の制御棒反応度価値の測

定においては， UTRの原型炉で炉心構成が類似して

いる ANLのアノレゴノート炉の実効遅中性子収量デー

ータ 1)を用いた経緯があるo その後，科学技術庁立会

いで行なわれる定期検査， 自主定期検査などにおい

て，慣習的にこのデータが用いられていた。

先年， UTR-KINKIの核燃料の低濃縮化が検討さ

れた折りに， SRACコード・システム2) によって近

畿大学炉の一連の核設計計算を実施したが，その際に

実効遅発中性収量と平均即発中性子寿命についても，

現在一般に広く使用されている ENDFjB-町及び

ENDFjB-Vを核データとして用い， SRAC のオプ

ションを用いて計算を行なった。

前記のアノレゴノート炉の遅発中性子のデータは，今

から30年以上昔の1959年に発表されたものであり，当

時の核データの精度と計算機の処理能力を考慮する

と，今回の実効遅発中性収量と平均即発中性子寿命の

計算値の方がはるかに信頼性が高いと考えられるの

で，資料として以下広報告する。

SRACコード・システム

SRACコード・システム(JAERI Thermal Reac-

tor Standard Code System)は，日本原子力研究所

で開発された原子炉設計・解析用の熱中性子炉体系標

準核設計コード・システムで，核データ・ライブラリ

ー，群定数ライブラリーとその処理コード，中性子ス

ベクトノレの計算Jレーチン及び各種の輸送計算コード，

1， 2， 3次元拡散ノレーチンや動特性パラメータ・ノレ

ーチン，格子燃焼ノレーチンなどから成っており，乙れ

までに多くのベンチマーク計算や複雑な炉心構造をも

っ研究炉の解析計算を通じて，その適用性が認められ

ており，広範囲の利用者から高い評価を受けている。

2分割炉心をもち，内外の反射体に黒鉛を用いてい

るため，一般の研究炉に比べて中性子、漏洩率がかなり

高い近畿大学炉 UTR-KINKIについても，固有値計

算や中央反射体中心部に組み込んだトリウム及び天然

ウラン体系の反応度効果や中性子束分布などの解析計

算の結果は，実験値と極めて良い一致が得られてお

り，との種の複雑な炉心体系の計算にも SRACコー

ド・システムの実用性が確認されている。

計 算

使用した核データは， JENDL-2 (U-238及び AI-

27). ENDFjB-V (U-235)及び ENDFjB-町(前記

以外の核種)の組み合わせを採用した。これは種々の

体系に対するベンチマーク・テストで，この組み合わ

せが実験値に対して最も良い結果が得られている乙と
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による口速中性子領域74群，熱中性子領域48群の計122

群の核データ・ライブラリーから多群定数(速中性領

域22群，熱中性子領域31群〉を作成するためのセノレ計

算は，単一燃料板，被覆材及び減速材から成る燃料領

域モデルについて衝突確率計算コード (1次元スラブ

体系〉について行なった。なお近畿大炉の燃料板のウ

ラン装荷量は 1枚当たり U-235が 22.96g から

21.66g とかなり幅があるので，燃料タンク中央の 4

燃料要素，最外部の 4燃料要素とその中間の 4燃料要

素についてそれぞれセノレ計算を行なった。次いで多群

定数から少数群定数を作成するための炉心計算を l次

元拡散コード TUDにより行ない，多群定数(速中性

子領域22群，熱中性子領域31群〉と少数群定数(速中

性子領域5群，熱中性子領域5群)を作成した。全

炉心に対する固有値等の計算は，多次元拡散コード

CITATION ~とより行ない，実効遅発中性子収量の計

算は CITATIONのオプションを利用した。なお，

入力データはできる限り実体に近いものとし， 3次元

計算時のメッシュ数は33x28X18と細くとった。 SR-

ACコードにはいくつかの Versionがあり，年々改

良されているが，実効遅発中性子収量の計算値の場

合， Version によって有効数字の 3桁自にわずかに差

が現れてくる程度なので，計算時の最も新しい Ver-

sionである SRAC6による53群(速中性子領域22

群，熱中性子領域31群〉計算のデータを.Kimelらが

発表した値と共に第1表に示す。

Table 1 Effective Delayed Neutron Parameters for UTR-KINKI 

Kimel et al. for ARGONAUT 

1 Aj (sec-
1) γβi 

1.25 E-2 2.50 E-4 

2 3.15 E-2 1.50 E-3 

3 1.54 E-1 2.13 E-3 

4 4.56 E-1 2.40 E-3 

5 1.61 8.50 E-4 

6 14.30 2.50 E-4 

Prompt N eutron Lifetime : 1.35 E-4 

参考文献

1) W. R. Kimel et a1.; N uc1. Sci. and Eng. 6 

233 (1959). 

- 36ー

SRAC 6 JENDL 2/ENDF/B-N /ENDF/B-V 

λ(sec ・-1) γβi 
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3.11 E-1 3.24 E-3 

1.40 1.02 E-3 

3.87 2.07 E-4 

Promp七Neutron Lifetime : 1.50 E-4 
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